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１．はじめに 

最後の富士山の噴火は約300年前の江戸時代，1707年の

「宝永噴火」である．一方，5,600年前から今までに噴火した回

数は180回を超えていて，平均で30年に1回噴火していたこと

がわかっており，その10倍の期間休んでいるという指摘があ

る(https://www.nhk.or.jp/ashitanavi/article/2791.html)．懸念され

る噴火に備えて，富士山の異常を見逃さない丁寧な監視に

資する技術開発が望まれる． 

 

２．目的 

本講演では，低周波地震に注目した火山活動を監視する

技術開発について報告する．火山の下の液体のマグマが上

昇して噴火に至るので，マグマが昇ってくる予兆があるか，マ

グマの様子を推定することが大事である．マグマは常に動い

ており，周りの岩盤を割ったり亀裂に入り込んだりして，火山

に特有の低周波地震が発生する．例えば富士山の低周波地

震のイメージは図1aである．本研究では，噴火のない時期の

低周波地震の特徴を理解し，噴火に至る様な異常時との違い

にいち早く気づける可能性を探りたい． 

 

３．データと手法 

地震観測点が全国に設置されており，地表付近の揺れの

データを常時収集している．本研究では，富士山周辺の16観

測点で2003-2019年に記録されたデータを使用した． 

本研究では，そのデータから地震波を検知するマッチドフ

ィルタ法（MF法）を用いた．神奈川県温泉地学研究所は同手

法を用いて箱根山の低周波地震を観測している1)． 

2003-2019年に観測された地面の揺れのデータから，気象

庁が観測した低周波地震の波形と調和する波形をデータ処

理で抽出した．雑音に混じるなどして気象庁では検知してい

ない微小な低周波地震も拾うことができた(図1b)． 

噴火前にはマグマなどの流体の移動により地殻内の力の

バランスが崩れ地震活動に異常が見られる可能性がある．本

研究では，検知した地震を統計処理し，地下にかかる力の具

合を推定し，地震活動の活発化や静穏化を捉える手法を使

用した 2-4)．多数の地震を検知する本研究だからこそ統計処理

が使えることに着目した．結果の概要は以下の通り 5)． 

 

４．結果 

① MF法を使用した本研究は気象庁に比べ 3倍程度多く低

周波地震を検知した(図1b)． 

② 統計解析の結果，低周波地震の活発化が見出され，また

地下にかかる力の具合が変化したと推定された． 

③ ②で見られた変化のタイミングは，東日本大震災の原因と

なる2011年3月11日東北地方太平洋沖地震(マグニチュー

ドM9.0)の4日後に富士山麓で発生した静岡東部の地震

(M6.4)のタイミングと合致している． 

④ 静岡東部の地震後，火山性微動は観測されず低周波地

震は静穏と報告され 

(https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kai

setsu/CCPVE/Report/108/kaiho_108_13.pdf)，富士山噴火

の危惧は払拭されていたが，本研究により，富士山の火

山活動は影響を受けていたことが分かった． 

 

５．おわりに 

4 で得た結果は，これまでにない微弱な火山活動の変化を

捉える技術ができつつあり，富士山の異常を見逃さない監視

体制の拡充に貢献する可能性を示している．今後，本技術を
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図1. (a)低周波地震のイメージ．(b)気象庁と本研究は

低周波地震5)．東北地方太平洋沖地震と静岡東部の地

震のタイミングは重なって見える(縦線)． 
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リアルタイムで運用する仕組みの開発を進めたい． 
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